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「
百
人
一
首
応
永
抄
」
注
釈
の
成
立
年
代
考

澤

山

修

「
百
人
一
首
」
の
注
釈
書
「
宗
祇
抄
」
の
一
理
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

「
百
人
一
首
聚
＋
三
年
写
」
（
－
⊥
戻
U
（
）
～
（
）
「
0
4
）
（
奥
書
、
「
応
永
拾
三
仲
夏
下
旬

藤
原
満
基
」
）
（
「
応
永
抄
」
）
の
注
釈
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
説

が
定
ま
ら
ず
、
従
っ
て
、
「
応
永
抄
」
の
注
釈
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

の
論
考
は
皆
無
で
あ
る
。

　
「
宗
祇
抄
」
の
注
釈
は
、
大
別
す
る
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
百
人

一
首
謙
難
獅
真
跡
全
」
（
鷹
騰
）
（
奥
書
、
「
文
明
十
年
夏
四
月
十
八
日
／

宗
祇
花
押
／
宗
歓
禅
師
）
（
「
文
明
本
」
）
の
注
釈
系
統
の
も
の
と
、
そ

の
注
釈
を
増
補
・
改
訂
し
た
注
釈
系
統
の
も
の
と
の
二
系
統
が
あ
る
。

前
者
、
後
者
の
伝
本
を
、
各
々
甲
本
、
乙
本
と
称
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
仮
り
に
、
甲
本
を
原
撰
本
、
乙
本
を
増
補
本
と
も
称
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
「
応
永
抄
」
の
注
釈
は
、
乙
本
、
増
補
本
の
注
釈
を
持
つ
。
題
の

「
百
人
一
首
応
永
抄
」
注
釈
、
本
文
で
の
「
応
永
抄
」
の
注
釈
と
は
、

正
確
に
言
う
と
、
「
応
永
抄
」
そ
の
も
の
の
注
釈
で
は
な
く
、
そ
の
増

補
・
改
訂
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
「
応
永
抄
」
に
あ
る
注
釈
の
謂
で
あ

る
。
本
稿
は
、
そ
の
「
応
永
抄
」
の
注
釈
の
成
立
年
代
を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
一

　
甲
本
と
糧
嚢
と
で
は
、
本
文
里
謡
同
の
明
徴
が
あ
る
。

ど
甲
本
の
、
次
の
歌
の
注
釈
、

「
文
明
本
」
な
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7
1
夕
さ
れ
ハ
門
田
の
い
な
ハ
音
信
て
あ
し
の
丸
屋
に
秋
風
そ
吹

　
　
　
大
納
言
経
信

　
　
　
こ
れ
ハ
本
選
書
付
侍
る
も
中
モ
な
れ
と
あ
し
の
丸
屋
を
田
を
も

　
　
　
る
い
ほ
り
の
や
う
に
申
人
も
あ
れ
ハ
書
を
け
る
也
。

　
　
8
1
郭
公
鳴
つ
る
か
た
を
な
か
む
れ
ハ
た
＼
在
明
の
月
そ
残
れ
る

　
　
　
後
徳
大
寺
左
大
臣

　
　
　
拙
者
お
ろ
か
な
る
心
に
ま
か
せ
て
お
も
ふ
に
郭
公
の
寄
に
ハ
こ

　
　
　
れ
に
ま
さ
る
侍
ら
し
か
し
。

は
、
「
文
明
本
」
の
聞
書
伝
授
者
が
、
本
文
中
に
唐
突
に
顔
を
出
し
た

も
の
で
、
所
謂
「
草
子
地
」
如
き
も
の
で
、
こ
れ
が
、
「
応
永
抄
」
な

ど
乙
本
全
て
で
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
　
7
4
う
か
り
け
る
人
を
初
せ
の
山
お
ろ
し
よ
は
げ
し
か
れ
と
ハ
い
の

　
　
　
ら
ぬ
物
を
　
俊
士
朝
臣

　
　
　
冒
せ
に
て
恋
を
い
の
る
瑞
こ
れ
よ
り
先
に
侍
る
に
や
。
常
詰
之
。

と
、
「
文
明
本
」
な
ど
甲
本
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
応
永
抄
」
な
ど
聖

主
全
て
に
、

　
　
　
初
瀬
に
恋
い
の
る
事
ハ
住
吉
の
物
語
に
み
え
た
り
。

と
あ
る
が
、
乙
本
の
注
釈
は
、
明
ら
か
に
、
既
に
成
立
し
て
い
た
甲
本

の
注
釈
中
の
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
1
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
苫
を
あ
ら
ミ
我
衣
手
記
数
に
ぬ
れ

　
　
　
つ
＼
　
天
智
天
皇

　
　
　
此
君
九
州
に
お
ハ
し
ま
す
時
世
を
お
そ
れ
給
て
か
る
か
や
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
マ
マ
　

　
　
　
を
す
へ
往
来
の
人
を
な
の
ら
せ
と
を
し
給
ふ
し
事
あ
る
ハ
天
子

　
　
　
の
御
身
に
て
御
用
心
の
事
あ
る
ハ
王
道
も
は
や
時
す
き
た
る
に

　
　
　
や
と
お
ぼ
し
め
す
御
心
也
。

は
、
甲
本
に
全
く
存
在
し
な
い
が
、
乙
本
全
て
で
増
補
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
甲
本
と
乙
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
。
そ
し
て
、

甲
本
に
は
、
「
文
明
本
」
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
百
人
一
首
寸
寸
祇
注
」

（
－
⊥
O
D
（
）
～
り
乙
「
0
4
）
（
奥
書
、
「
干
時
明
応
五
年
八
月
十
五
日
　
宗
祇
花
押
」
）

（「

ｾ
応
五
年
本
」
）
、
九
州
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
「
百
人
一
首
宗
祇
抄
」

（
国
文
2
6
P
1
5
）
（
奥
書
、
「
文
明
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。
）
（
「
九
大
本
」
）

が
あ
り
、
柿
本
に
は
、
「
応
永
抄
」
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
百
人
一
首
祇

抄
」
（
農
U
ワ
」
戻
U
1
1
⊥
り
乙
戻
U
）
（
奥
書
、
「
宗
祇
法
師
の
抄
云
≧
」
）
（
「
祇
抄
本
」
）
、
天

理
図
書
館
蔵
「
百
人
一
首
抄
」
（
㎝
・
2
ー
イ
川
）
（
奥
書
、
「
此
一
冊
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之
聞
書
以
証
本
被
写
之
外
見
錐
悼
多
型
藤
原
祐
自
難
視
令
致
許
容
己
＋
／

延
徳
二
年
八
月
半
宗
門
花
押
」
）
（
「
延
徳
二
年
本
」
）
、
吉
田
幸
一
氏
蔵

「
小
倉
山
庄
色
紙
和
寄
」
（
元
和
寛
永
中
上
古
活
字
版
）
（
奥
書
、
「
明
応

二
年
冬
月
廿
日
　
宗
祇
浜
田
」
）
（
吉
田
幸
一
編
　
影
印
本
百
人
一
首
抄

〈
宗
祇
抄
〉
）
（
笠
間
書
院
）
（
「
明
応
二
年
本
」
）
、
松
平
文
庫
蔵
「
百
人

一
首
抄
」
（
r
玲
1
6
1
）
（
奥
書
、
「
天
文
廿
四
年
五
月
十
三
日
半
）
（
「
明
応

七
年
芸
態
芸
無
七
日
、
後
十
月
廿
八
日
、
自
然
斎
宗
祇
書
の
写
」
）

（「

ｾ
応
七
年
冬
」
）
が
あ
る
。

　
以
上
の
甲
本
、
乙
本
の
伝
受
関
係
に
つ
い
て
、
簡
約
説
明
す
る
。

　
甲
本
に
つ
い
て
。

　
「
文
明
本
」
は
、
文
明
十
年
四
月
十
八
日
、
宗
祇
が
愛
弟
子
宗
長
に

伝
授
し
た
、
現
在
最
古
の
注
釈
を
持
つ
「
宗
祇
抄
」
。
「
明
応
五
年
本
」

は
、
五
八
首
の
注
釈
が
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
の
末
尾
に
、
補
足
的
独

自
の
注
釈
、
引
歌
な
ど
を
付
加
し
た
も
の
。
「
九
大
本
」
は
、
「
文
明
本
」

の
注
釈
を
持
つ
が
、
歌
の
配
列
が
、
1
～
1
8
、
2
4
～
8
6
、
1
9
～
2
3
、
8
7

～
…
…
と
な
っ
て
お
り
、
1
9
～
2
3
の
五
首
の
注
釈
は
、
「
文
明
本
」
、
「
明

応
五
年
本
」
の
注
釈
と
は
全
く
里
ハ
な
る
。
「
九
大
本
」
の
注
釈
は
、
「
文

明
本
」
の
注
釈
を
、
よ
り
客
観
的
、
或
い
は
批
判
的
に
見
た
も
の
で
あ

る
。　

乙
本
に
つ
い
て
。

　
「
応
永
抄
」
の
注
釈
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
文
明
本
」
の
注
釈
を

踏
襲
し
つ
つ
、
増
補
・
改
訂
す
る
。
「
延
徳
二
年
本
」
の
注
釈
は
、
大

部
分
が
、
「
応
永
抄
」
に
あ
る
注
釈
を
持
つ
が
、
「
応
永
抄
」
の
も
の
と

晩
学
な
る
独
特
の
注
釈
を
保
有
し
、
「
明
応
七
年
本
」
は
、
そ
の
独
特
の

注
釈
を
有
し
て
お
り
、
更
に
、
作
者
の
説
明
や
抄
出
歌
の
典
拠
を
記
す

も
の
が
あ
る
。
「
延
徳
二
年
本
」
と
「
明
応
七
年
本
」
と
は
同
系
統
で

あ
り
、
乙
本
内
で
も
、
「
応
永
抄
」
と
は
別
系
統
で
あ
る
。
「
明
応
二
年

本
」
は
、
「
応
永
抄
」
の
注
釈
を
持
ち
、
そ
れ
に
、
詞
書
、
作
者
伝
記

の
補
足
が
あ
る
。
「
祇
抄
本
」
は
、
「
応
永
抄
」
の
注
釈
を
持
ち
、
注
釈

文
末
も
「
応
永
抄
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
「
明
応
二
年
本
」
の
如
き

補
足
が
な
く
、
「
応
永
抄
」
の
注
釈
に
最
も
近
い
注
釈
を
持
つ
。

　
以
上
、
「
宗
祇
抄
」
の
甲
本
三
本
、
乙
甲
五
本
に
つ
き
、
簡
約
述
べ

た
。
こ
の
中
で
「
応
永
抄
」
と
か
「
応
永
抄
」
の
注
釈
と
い
う
の
は
、

最
初
に
述
べ
た
如
く
、
正
確
に
は
、
「
応
永
抄
」
に
あ
る
注
釈
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
「
祇
抄
本
」
、
「
明
応
二
年
本
」
、
「
延
徳
二
年
本
」
が
、

直
接
「
応
永
抄
」
の
注
釈
を
書
写
し
た
訳
で
は
な
く
、
恐
ら
く
、
「
応

永
抄
」
に
あ
る
注
釈
を
持
つ
写
本
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
「
祇
抄
本
」
、
「
延
徳
二
年
本
」
、
「
明
応
二
年
本
」
が
書

写
関
係
で
、
「
応
永
抄
」
の
下
に
立
つ
伝
本
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
「
応
永
抄
」
、
「
祇
抄
本
」
、
「
延
徳
二
年
本
」
、
「
明
応

二
年
本
」
と
も
に
、
「
文
明
本
」
の
増
補
本
か
ら
派
生
し
た
一
粟
本
と

見
る
の
が
、
現
在
の
段
階
で
は
、
無
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
こ
と
を
勘
案
し
、
披
見
で
き
た
限
り
で
の
「
宗
祇
抄
」

の
伝
本
系
統
と
そ
の
伝
本
に
つ
い
て
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。

「
文
明
本
」

（
増
補
本
）

（
増
補
本
）

「
明
応
五
年
本
」

「
九
大
本
」

「
応
永
抄
」

「
祇
抄
本
」

「
延
徳
二
年
本
」

「
明
応
二
年
本
」

「
明
応
七
年
本
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
「
宗
手
抄
」
の
伝
本
は
五
〇
本
を
下
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
、
寓

目
の
八
本
で
は
、
こ
の
系
図
も
不
安
だ
が
、
現
時
点
で
は
、
一
応
こ
の

よ
う
に
措
定
し
て
お
く
。

三

　
這
般
の
、

注
釈
（
書
）

　
宗
祇
は
、

原
撰
本
の
注
釈
か
ら
の
増
補
・
改
訂
し
た
注
釈
の
派
生
は
、

が
一
般
に
持
つ
宿
命
で
あ
る
。

「
宗
祇
抄
」
の
注
釈
と
し
て
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
形
成
後
、

或
い
は
、
弟
子
達
の
手
を
借
り
た
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

注
釈
を
増
補
・
改
訂
し
、
そ
れ
を
記
し
た
写
本
を
、
手
控
本
の
如
き
も

の
と
し
て
、
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
嚢
述
の

「
延
徳
二
年
本
」
の
奥
書
「
此
一
冊
之
聞
書
以
愚
本
四
写
之
」
の
「
愚

本
」
な
ど
も
、
そ
の
一
本
で
あ
ろ
う
。
宗
祇
は
、
か
く
の
如
き
手
控
本

的
な
も
の
を
数
本
は
所
有
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
基
に
形
成
し

た
「
宗
祇
抄
」
を
、
執
学
の
士
の
所
望
に
供
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

97

ｱ
ぬ
人
を
松
ほ
の
う
ら
の
夕
な
ぎ
に
焼
や
も
し
ほ
の
身
も
こ
か

　
れ
つ
＼

で
、
「
文
明
本
」
、
「
応
永
抄
」
、
「
延
徳
二
年
本
」
の
注
釈
相
互
で
み
て

み
る
。
「
文
明
本
」
と
「
応
永
抄
」
と
で
は
、
少
々
の
字
句
の
違
い
を

除
け
ば
、
「
文
明
本
」
の
＝
日
の
事
に
ハ
」
が
、
「
応
永
抄
」
で
「
昔

の
事
ニ
ハ
」
と
な
り
、
「
文
明
本
」
末
尾
の
「
猶
夕
な
き
に
と
い
へ
る

心
肝
心
な
る
に
や
。
」
が
「
応
永
抄
」
に
な
い
の
が
目
立
つ
く
ら
い
で
、

両
注
釈
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
次
に
、
「
応
永
抄
」
と
「
延
徳
二
年

本
」
の
注
釈
を
掲
げ
る
。
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「
応
永
抄
」

①

来
ぬ
人
を
松
ほ
の
浦
と
ハ
昔
の
事
ニ
若
侍
へ
か
ら
す
や
侍
ら
ん
。

な
き
と
を
け
る
ハ
波
の
風
も
な
き
夕
な
ぎ
と
ハ
し
ほ
や
く
煙
も

た
ち
そ
へ
る
を
我
思
の
も
ゆ
る
さ
ま
切
な
る
を
よ
そ
へ
い
へ
る

　
②
也
。
松
帆
の
浦
に
塩
焼
事
ハ
万
葉
の
長
薯
に
み
え
侍
り
。
惣
の
寄

ハ
こ
ぬ
人
を
松
帆
の
浦
の
ゆ
ふ
な
き
に
と
云
て
や
く
や
も
し
ほ
の

と
い
ひ
つ
＼
け
身
も
こ
か
れ
つ
＼
凡
俗
を
は
な
れ
た
る
詞
つ
か
ひ

也
。
黄
門
の
心
こ
わ
き
て
此
百
首
に
の
せ
ら
る
＼
上
ハ
思
は
か
る

所
二
侍
ら
ん
や
。
し
き
り
に
眼
を
付
て
其
心
を
さ
く
り
知
る
へ
き

に
こ
そ
。

「
延
徳
二
年
本
」

③

此
浦
に
も
し
ほ
や
く
と
よ
め
る
事
ハ
万
葉
の
長
寄
に
朝
な
ぎ
に

玉
藻
か
り
つ
＼
夕
な
ぎ
に
も
し
ほ
や
き
つ
＼
と
い
へ
る
を
と
れ

　
④
り
。
此
等
は
建
保
建
仁
の
寄
さ
ま
に
ハ
か
は
り
て
古
体
な
る
寄
な

り
と
そ
。
惣
の
鼻
茸
こ
ぬ
人
を
と
い
へ
る
よ
り
は
か
な
う
心
づ
く

し
た
る
さ
ま
み
え
て
心
も
哀
に
詞
つ
＼
き
玄
妙
に
し
て
限
な
き
さ

　
　
　
⑤

ま
に
や
。
或
説
に
夕
な
ぎ
と
を
け
る
雷
序
に
て
く
へ
き
人
を
ま
つ

心
あ
り
と
い
へ
り
。
以
外
つ
た
な
き
事
な
る
へ
し
。
夕
な
ぎ
は
本

寄
の
詞
な
る
う
へ
思
ひ
の
煙
の
た
よ
り
哀
ふ
か
く
や
侍
ら
む
。

　
「
延
徳
二
年
本
」
の
注
釈
は
、
こ
の
9
7
の
注
釈
を
除
け
ば
、
「
応
永
抄
」

の
注
釈
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
「
応
永
抄
」
と
同
様
に
、
「
文
明
本
」

の
注
釈
を
増
補
・
改
訂
し
た
注
釈
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ
の
9
7
の
注
釈

だ
け
は
大
き
く
異
な
る
。

　
「
延
徳
二
年
本
」
の
奥
書
は
、
嚢
述
し
た
如
く
、

此
一
冊
之
聞
書
以
冬
場
被
写
之
外
見
錐
聖
母
随
藤
原
祐
自
命
而
令

致
許
容
己
＋
／
延
徳
二
年
八
月
皇
宗
祇
花
押

と
あ
る
。
こ
の
奥
書
は
宗
祇
自
身
の
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
ず
、
そ

う
だ
と
す
る
と
、
宗
祇
が
藤
原
祐
自
に
「
宗
祇
抄
」
の
注
釈
書
を
与
え

た
か
ど
う
か
疑
念
が
な
い
で
も
な
い
。

　
延
徳
二
年
掛
一
四
九
〇
）
、
宗
祇
七
〇
歳
で
あ
っ
た
が
、
文
事
活
動

は
、
実
に
旺
盛
で
あ
っ
た
。
正
月
十
一
日
、
種
玉
庵
で
「
何
人
百
韻
」
。

十
八
日
、
「
分
葉
」
を
、
村
田
肥
後
守
経
安
（
島
津
家
家
宰
）
に
贈
る
。

三
月
二
六
日
、
種
玉
庵
で
、
常
徳
院
（
足
利
義
尚
）
一
周
忌
追
善
四
要

品
和
歌
会
。
二
七
日
、
実
隆
に
小
倉
色
紙
を
与
え
る
。
（
「
実
隆
公
記
」
）
。

三
月
中
、
肖
柏
に
「
古
今
集
」
講
釈
。
五
月
五
、
七
日
、
「
新
古
今
集
」

校
合
、
奥
書
実
隆
、
近
衛
尚
通
に
進
上
。
七
月
十
七
日
、
甘
露
寺
親
長

亭
で
勧
進
歌
詠
作
。
そ
し
て
、
七
月
二
一
二
日
量
祇
は
藤
原
祐
自
亭
で
、

肖
柏
、
玄
清
、
一
覚
、
政
宣
、
基
佐
を
連
衆
と
し
た
「
何
船
百
韻
」
に
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一
座
し
て
い
る
。
藤
原
祐
自
は
、
宗
祇
達
と
、
か
く
の
如
き
連
歌
会
、

歌
会
を
頻
繁
に
催
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
中
で
「
百
人
一
首
」
の

注
釈
が
話
題
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
直
後
、
八
月
一
日
に
、
右

の
加
証
奥
書
の
あ
る
「
延
徳
二
年
本
」
が
成
っ
た
の
で
あ
る
。

　
宗
祇
は
、
「
宗
祇
抄
」
の
増
補
本
を
成
し
、
そ
の
手
控
本
を
基
に
、

そ
の
場
、
そ
の
人
に
応
じ
て
、
ま
た
、
そ
の
時
宗
祇
が
考
え
る
注
釈
内

容
を
以
っ
て
、
執
学
の
士
に
注
釈
書
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
「
延

徳
二
年
冬
」
も
、
そ
の
一
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
延
徳
二
年

本
」
の
奥
書
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
暗
示
し
、
残
し
た
も
の
で
、

「
延
徳
二
年
本
」
が
藤
原
祐
自
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
こ
の
奥
書

の
内
容
は
信
じ
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
今
掲
げ
た
「
応
永
抄
」
と
「
延
徳
二
年
本
」
と
の
注
釈
を
比
べ
て
み

る
と
、
「
延
徳
二
年
本
」
は
、
①
に
応
ず
る
も
の
は
省
略
し
、
②
を
③

と
詳
し
く
説
明
し
、
新
し
く
④
を
加
え
、
ま
た
、
⑤
の
如
く
「
本
説
」

を
紹
介
す
る
な
ど
、
増
補
本
の
注
釈
を
見
つ
つ
、
そ
れ
を
更
に
書
き
換

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
延
徳
二
年
本
」
の
注
釈
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
を
増

補
・
改
訂
し
た
増
補
本
の
注
釈
を
持
つ
こ
と
と
、
「
延
徳
二
年
本
」
の

奥
書
の
日
付
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
を
増
補
・

改
訂
し
た
増
補
本
の
注
釈
は
、
延
徳
二
年
八
月
以
前
に
成
立
し
て
い
た

こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「
文
明
本
」

の
注
釈
を
増
補
・
改
訂
し
た
、
「
応
永
抄
」
を
始
め
と
す
る
増
補
本
に

あ
る
注
釈
は
、
「
文
明
本
」
成
立
の
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
四
月
十

八
日
以
降
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
八
月
一
日
ま
で
の
、
約
十
二
年

三
箇
月
の
間
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

四

　
し
か
し
、
「
応
永
抄
」
な
ど
増
補
本
の
注
釈
の
成
立
年
代
を
更
に
絞

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
嚢
述
の
如
く
、
増
補
本
の
注
釈
が
甲
本
の
注
釈
を
増
補
・
改
訂
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
、

①
「
文
明
本
」
の
注
釈
に
唐
突
に
登
場
す
る
作
者
が
、
「
応
永
抄
」
な

　
ど
の
注
釈
で
は
、
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

②
「
文
明
本
」
の
注
釈
中
で
の
疑
問
に
「
応
永
抄
」
な
ど
の
注
釈
が
答

　
え
て
い
る
。

③
1
「
秋
の
田
の
…
…
」
の
歌
で
、
「
文
明
本
」
に
は
な
い
、
刈
萱
の

　
関
の
故
事
が
「
応
永
抄
」
な
ど
の
注
釈
で
増
補
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
を
挙
げ
た
が
、
増
補
本
の
注
釈
の
成
立
年
代
の
考
察
と
い
う
点
で
、

③
に
注
目
し
た
い
。

　
そ
こ
で
、
増
補
本
た
る
「
応
永
抄
」
の
天
智
天
皇
の
歌
の
注
釈
を
揚
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げ
る
。
（
）
の
部
分
が
増
補
さ
れ
た
も
の
。

か
り
ほ
の
庵
と
ハ
一
説
ハ
苅
穂
の
庵
。
一
説
に
ハ
か
り
庵
の
い
ほ

也
。
苅
穂
の
時
も
か
り
を
と
よ
む
へ
き
と
そ
。
但
猶
か
り
庵
よ
ろ

し
か
る
へ
き
に
や
。
古
の
寄
ハ
お
な
し
こ
と
を
か
さ
ね
よ
む
事
常

の
儀
也
。
さ
て
寄
の
心
ハ
秋
の
田
の
庵
の
そ
の
時
過
て
秋
も
末
に

成
っ
て
苫
な
と
も
朽
は
て
露
を
ふ
せ
く
事
も
な
き
ま
＼
露
の
た
う

く
と
を
き
あ
ま
り
た
る
こ
と
く
我
か
袖
の
ぬ
る
＼
よ
し
也
。
是

ハ
王
道
の
御
述
懐
の
御
寄
手
。
（
此
君
九
州
に
お
ハ
し
ま
す
時
世

を
お
そ
れ
給
て
か
る
か
や
の
関
を
す
へ
往
来
の
人
を
な
の
ら
せ
と

　
　
　
ム
マ
マ
　

を
し
給
ふ
し
事
あ
る
ハ
天
子
の
御
身
に
て
御
用
心
の
事
あ
る
ハ
王

道
も
は
や
時
す
き
た
る
に
や
と
お
ぼ
し
め
す
御
心
也
。
）
聴
す
き

た
る
か
り
ほ
の
庵
に
て
可
覚
悟
と
そ
。
猶
た
つ
ぬ
へ
し
。
此
寄
ハ

上
代
の
風
也
。
上
古
ハ
心
た
に
能
生
入
れ
ハ
詞
ハ
巨
細
に
な
き
お

ほ
か
る
へ
し
。
能
≧
よ
せ
い
を
お
も
ふ
へ
き
事
と
そ
。

　
増
補
の
部
分
は
、
「
応
永
抄
」
だ
け
で
な
く
、
宗
祇
の
奥
書
の
あ
る

「
延
徳
二
年
本
」
を
始
め
、
他
の
増
補
本
全
て
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ

の
部
分
は
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
を
増
補
・
改
訂
し
た
最
初
の
注
釈
か

ら
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
刈
萱
の
関
の
故
事
は
、
「
新
古
今
集
」

　
　
　
　
　
　

巻
十
七
㎜
天
智
天
皇
御
歌

あ
さ
く
ら
や
き
の
ま
う
ど
の
に
我
が
を
れ
ば
名
の
り
を
し
つ
つ
行

く
は
誰
が
子
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

に
つ
い
て
の
、
「
俊
頼
髄
脳
」
「
奥
義
抄
」
「
悦
目
蔭
」

如
き
文
章
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

な
ど
の
、
次
の

此
歌
は
む
か
し
天
智
天
皇
太
子
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
筑
前

の
国
に
朝
倉
と
い
へ
る
所
に
し
の
び
て
す
み
給
ひ
け
り
。
そ
の
屋

を
こ
と
さ
ら
に
よ
う
つ
の
物
を
ま
う
に
つ
く
り
て
お
は
し
け
る
に

よ
り
、
木
の
ま
ろ
殿
と
は
い
ひ
そ
め
た
り
け
る
な
り
。
世
に
つ
＼

み
給
へ
る
事
あ
り
て
都
に
は
お
は
せ
で
、
さ
る
は
る
か
な
る
所
に

お
は
し
け
る
な
り
。
さ
て
つ
＼
み
給
へ
る
が
故
に
入
り
く
る
人
に

必
ず
と
は
ぬ
さ
き
に
名
の
り
を
し
て
出
で
つ
れ
と
、
祈
請
を
仰
せ

ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
必
ず
い
で
い
る
人
の
名
の
り
を
し
た
る
と
そ

申
し
伝
へ
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
俊
頼
髄
脳
」
）

　
そ
し
て
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
の
成
立
か
ら
、
増
補
本
の
注
釈
の
形

成
に
際
し
て
、
刈
萱
の
関
の
故
事
が
増
補
さ
れ
る
そ
の
過
程
に
見
え
て

く
る
も
の
は
、
染
川
を
辿
り
、
木
の
丸
ど
の
の
跡
、
そ
し
て
、
刈
萱
の

関
を
眼
前
に
眺
め
つ
つ
、
神
妙
な
面
持
ち
で
停
む
宗
主
の
姿
で
あ
る
。

一48一



　
宗
祇
は
、
文
明
十
二
年
五
月
上
旬
、
宗
長
、
宗
作
と
左
京
兆
大
内
政

弘
領
周
防
山
口
に
下
向
、
六
月
上
旬
、
山
口
着
。
九
月
六
日
、
九
州
に

向
け
山
口
発
。
十
三
日
、
若
松
。
十
四
日
、
木
屋
の
瀬
。
十
五
日
、
筑

前
国
守
護
代
陶
中
務
少
輔
弘
詮
の
館
着
。
十
六
日
、
杉
二
相
所
領
長
尾
。

十
七
日
夕
、
太
宰
府
満
盛
鬼
宿
早
着
。
十
八
日
、
聖
廟
神
前
参
拝
。
十

九
日
、
天
智
天
皇
御
願
に
成
っ
た
と
も
さ
れ
る
観
音
寺
に
入
る
。
二
〇

日
、
染
川
に
沿
い
、
天
智
天
皇
皇
居
木
の
丸
ど
の
跡
か
ら
、
刈
萱
の
関

着
。
山
口
に
帰
着
後
執
筆
「
筑
紫
道
記
」
は
、
こ
の
場
で
の
感
懐
を
記

　
　
　
　

す
。

刈
萱
の
関
に
か
＼
る
程
に
、
関
守
立
出
て
、
我
行
末
を
怪
し
げ
に

見
る
も
恐
ろ
し
。

　
数
な
ら
ぬ
身
を
い
か
に
と
も
事
問
は
ば
い
か
な
る
名
を
か
刈
萱

の
関
越
過
る
ま
＼
に
大
成
堤
有
。
い
は
“
横
た
は
れ
る
山
の
如
し
。
尋

れ
ば
、
是
も
天
智
天
皇
の
築
か
せ
給
ひ
け
る
と
な
ん
。
民
の
愁
い

か
ば
か
り
に
か
と
思
ふ
も
悲
し
。
す
べ
て
国
家
を
守
る
人
は
、
唯

民
の
費
を
思
ふ
べ
き
事
と
そ
覚
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

と
あ
り
、
内
容
的
に
は
、
天
智
天
皇
に
関
す
る
負
の
印
象
が
描
か
れ
て

は
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
に
は
、

情
世
の
こ
と
は
り
を
思
ふ
に
、
一
天
の
君
万
国
の
民
、
何
れ
か
終

の
限
り
な
か
ら
ま
し
。
此
辺
の
旧
跡
を
見
る
に
も
、
ロ
バ
常
な
る
も

の
は
山
川
土
石
の
み
な
り
。
我
既
報
た
け
て
、
行
末
を
期
す
る
頼

み
な
し
。
二
度
此
処
を
見
む
事
あ
る
ま
じ
き
事
と
思
ふ
に
も
、
偽

な
き
名
残
の
程
は
、
神
ぞ
知
ら
む
な
ど
思
ひ
続
け
つ
＼
、
三
笠
の

杜
の
陰
を
過
て
、
又
染
川
の
末
を
渡
る
。
老
波
の
立
返
り
色
に
成

心
も
や
と
あ
さ
ま
し
。
送
り
の
法
師
名
残
を
惜
し
み
て
、
互
ひ
に

引
別
る
＼
も
、
今
は
の
白
め
き
て
心
細
く
そ
侍
る
。

と
、
無
常
観
が
述
べ
ら
れ
、
天
智
天
皇
の
負
の
印
象
の
事
跡
は
、
そ
の

無
常
観
に
収
束
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

　
宗
祇
が
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
膏
に
天
智
天
皇
像
の
み
な
ら
ず
、

当
時
の
、
天
皇
、
民
の
営
み
が
、
今
は
眼
前
に
僅
く
廃
嘘
と
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
く
る
無
常
観
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
宗
祇
の
、
「
我
既
齢

た
け
」
た
こ
と
か
ら
く
る
「
終
の
限
り
」
の
認
識
に
起
因
す
る
。
九
州

の
旅
で
の
、
念
願
で
あ
っ
た
天
智
天
皇
事
跡
探
訪
で
の
印
象
は
、
深
く

宗
祇
の
心
底
に
彫
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
応
永
抄
」
の
注
釈
な
ど
で
増
補
さ
れ
た
、
刈
萱
の
関
の
故
事
は
、

嚢
の
「
俊
頼
髄
脳
」
や
「
奥
義
抄
」
「
悦
目
抄
」
な
ど
の
も
の
と
近
似

し
、
宗
祇
が
、
増
補
本
の
天
智
天
皇
の
歌
注
釈
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
歌

学
書
の
故
事
や
、
九
州
の
実
体
験
の
実
感
に
基
づ
き
、
「
文
明
本
」
の
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注
釈
で
の
「
述
懐
の
玉
章
」
を
、
よ
り
具
体
的
に
、
宗
祇
自
身
の
解
釈

と
し
て
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
が
宗
祇
に
よ
り
成
り
、
そ

れ
を
増
補
・
改
訂
し
た
「
応
永
抄
」
の
注
釈
も
宗
祇
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
応
永
抄
」
の

奥
書
「
応
永
拾
三
仲
夏
下
旬
　
藤
原
満
基
」
は
、
何
だ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
「
応
永
抄
」
の
奥
書
に
関
す
る
検
討
は
、
画
稿
で
行
う
こ

と
と
す
る
。

　
宗
祇
が
、
九
州
に
、
太
宰
府
の
旅
を
考
え
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

天
智
天
皇
の
故
事
を
、
歌
学
書
な
ど
に
よ
り
、
知
識
と
し
て
得
て
い
た

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
雅
会
に
同
座
す
る
者
な
ど
、
交

誼
の
風
騒
人
と
の
会
話
、
或
い
は
、
そ
の
者
達
の
著
作
か
ら
の
理
解
に

よ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
松
下
集
」
で
の
正
広
の
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

州
旅
行
に
関
す
る
情
報
な
ど
で
あ
る
。
「
松
下
集
」
の
詞
書
に
、

同
（
寛
正
－
私
注
）
五
年
二
月
中
旬
比
、
防
州
大
内
左
京
大
夫

入
道
教
弘
よ
り
状
あ
り
て
、
箱
崎
の
松
を
見
よ
か
し
と
て
、
む
か

ひ
を
た
ひ
た
る
に
、
思
ひ
立
侍
り
…
…
。

と
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
九
州
の
旅
で
の
、
箱
崎
の
八
幡
宮
法
楽
、
天
満

宮
法
楽
、
宝
満
宮
法
楽
、
太
宰
府
人
丸
法
楽
な
ど
に
つ
い
て
は
、
正
広

か
ら
常
の
連
歌
会
、
歌
会
な
ど
、
一
座
の
際
、
耳
に
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　
正
広
は
、
東
家
三
代
、
師
氏
、
益
之
、
世
数
が
師
事
し
、
常
縁
も
尭

孝
入
門
以
前
師
事
し
た
正
徹
の
没
後
、
招
月
庵
を
継
い
だ
愛
弟
子
で
、

文
明
十
二
年
八
月
七
日
、
函
数
ら
と
三
塔
順
礼
を
し
た
り
、

文
明
十
四
年
春
、
摂
州
池
田
若
狭
守
正
種
所
へ
、
宗
祇
、
杉
原
伊

賀
入
道
宗
伊
な
と
下
侍
る
に
、
予
も
く
た
れ
か
し
な
と
申
さ
る
＼

に
、
を
も
む
き
侍
る
に
、
人
々
歌
合
興
行
有
て
、
三
首
題
出
し
は

つ
る
に
、

と
あ
る
如
く
、
代
々
、
勅
撰
集
入
集
の
東
家
の
歌
人
達
や
宗
祇
な
ど
と

も
親
交
が
あ
っ
た
産
衣
歌
人
で
あ
る
。

　
正
広
の
著
作
や
彼
と
の
交
誼
な
ど
を
通
し
て
も
、
宗
祇
は
九
州
、
太

宰
府
の
旅
へ
の
願
意
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
か
く
し
て
、
宗
祇
は
、
念
願
の
「
筑
紫
道
記
」
の
旅
に
発
つ
こ
と
に

な
る
。
「
筑
紫
道
記
」
の
序
に
、
そ
の
事
情
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

身
を
浮
草
の
浮
き
沈
む
歎
き
絶
ず
し
て
、
移
り
行
く
夢
現
の
中
に

も
、
時
に
随
ふ
春
秋
の
あ
は
れ
思
ひ
捨
が
た
く
侍
る
ま
＼
に
、
国
≧
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の
名
あ
る
所
見
ま
ほ
し
く
侍
る
程
に
、
筑
波
山
も
思
ひ
入
障
り
な

く
、
白
川
の
関
の
越
が
た
き
境
を
も
見
侍
り
し
か
ば
、
今
は
松
浦
・

箱
崎
の
あ
ら
ま
し
の
み
深
う
侍
り
な
が
ら
、
…
…
。

　
念
願
の
筑
波
山
、
白
川
の
関
の
歌
枕
探
訪
も
叶
い
、
九
州
の
旅
へ
の

思
い
も
深
か
っ
た
。
応
仁
の
乱
で
京
滞
在
の
左
京
兆
政
弘
は
、
文
明
九

年
十
一
月
十
一
日
、
離
京
。
帰
国
後
、
豊
前
、
筑
前
を
鎮
撫
し
、
十
年

十
二
月
上
旬
に
山
口
に
帰
還
。
十
二
年
春
、
治
安
回
復
。

左
京
兆
の
か
ぐ
は
し
き
契
深
う
し
て
、
西
の
国
の
磯
の
上
ま
で
を

頼
め
を
き
給
へ
る
事
あ
り
き
。
…
…
文
明
十
二
年
の
水
無
月
の
初

め
、
周
防
国
山
口
と
い
ふ
に
下
り
ぬ
。

ど
、
「
哀
れ
」
が
六
度
用
い
ら
れ
、
心
情
語
も
「
心
ぼ
そ
き
に
」
、
「
か

な
し
き
事
の
み
多
く
侍
る
」
、
「
物
が
な
し
く
」
、
「
さ
び
し
さ
増
り
て
」

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
「
秋
風
の
涙
は
」
、
「
感
涙
と
“
め
が
た
き
に
」

な
ど
、
感
傷
的
な
雰
囲
気
が
全
体
を
掩
い
漂
う
。

　
ま
た
「
筑
紫
道
記
」
に
も
「
哀
れ
」
が
十
八
度
用
い
ら
れ
、
詳
細
は

省
く
が
、
宗
祇
は
何
に
つ
け
、
「
哀
れ
」
を
感
じ
る
、
繊
細
多
感
な
る

感
傷
性
に
満
ち
た
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文

明
十
二
年
（
一
四
八
○
）
、
九
月
二
〇
日
に
訪
れ
た
、
刈
萱
の
関
に
停

む
宗
祇
に
は
、
天
智
天
皇
、
民
の
営
ん
だ
為
体
の
僅
く
哀
れ
な
る
こ
と

が
蕎
地
に
感
じ
ら
れ
、
し
み
じ
み
と
し
た
無
常
観
に
浸
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
知
識
と
し
て
の
天
智
天
皇
像
を
、
実
体
験
的
実
感
と
し
て
深

く
印
象
付
け
ら
れ
た
嘆
慕
嘆
惜
で
も
あ
っ
た
。
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と
あ
る
如
く
、
宗
祇
は
、
政
弘
の
徳
悪
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
正
広
が
、
政
弘
の
父
教
弘
に
招
請
さ
れ
、
山
口
に
下
向
し
、
九
州

を
訪
れ
た
場
合
と
全
く
同
じ
状
態
で
あ
っ
た
。
宗
祇
は
筑
波
、
白
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
巡
覧
の
如
く
に
、
継
当
に
比
肩
す
べ
き
大
な
る
存
在
で
あ
っ
た
正
広

が
訪
れ
た
の
と
同
様
、
九
州
の
探
訪
も
叶
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
の
白
河
探
訪
の
著
「
白
河
記
行
」
の
一
六

〇
〇
字
余
の
地
の
文
と
六
首
か
ら
成
る
小
品
に
は
、
「
こ
＼
か
し
こ
の

川
音
な
ど
も
、
袖
の
時
雨
に
あ
ら
そ
ふ
心
ち
し
て
物
哀
れ
な
り
。
」
な

五

　
宗
祇
は
、
十
月
十
二
日
、
山
口
に
帰
着
、
越
年
、
翌
文
明
十
三
年
四

月
上
旬
山
口
発
、
下
旬
帰
京
す
る
。
以
後
、
宗
祇
は
、
京
の
上
下
様
々

の
人
と
交
誼
し
、
連
歌
、
歌
会
の
雅
会
に
、
古
典
の
書
写
、
「
源
氏
物

語
」
の
講
釈
に
、
ま
た
古
今
伝
授
な
ど
に
、
ま
こ
と
に
多
忙
な
日
を
送
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
文
事
活
動
の
中
で
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
宗
祇
抄
」

の
自
撰
本
た
る
「
文
明
本
」
の
注
釈
に
、
天
智
天
皇
の
故
事
を
加
え
、



そ
の
増
補
・
改
訂
が
な
さ
れ
た
の
は
。

　
嚢
述
の
如
く
、
宗
祇
は
、
以
前
か
ら
九
州
に
於
け
る
天
智
天
皇
の
故

事
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
明
十
年
四
月

成
立
の
「
文
明
本
」
の
天
智
天
皇
の
歌
、
1
「
秋
の
田
の
…
…
」
の
歌

の
注
釈
に
は
そ
の
故
事
は
存
在
し
な
い
。
嚢
に
述
べ
た
如
く
、
増
補
本

の
注
釈
に
は
、
成
立
の
最
初
の
段
階
か
ら
、
天
智
天
皇
の
故
事
が
記
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
「
文
明
本
」
の
注
釈
に
は
天
智
天
皇

の
故
事
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
増
補
本
た
る
「
応
永
抄
」
な
ど
の
注
釈

に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
は
、
各
々
の
注
釈
形
成
の
折
の
様
々

な
環
境
、
事
情
、
ま
た
注
釈
者
の
注
釈
意
図
や
注
釈
姿
勢
が
関
わ
る
で

あ
ろ
う
。

　
「
文
明
本
」
の
注
釈
は
、
越
路
の
旅
の
途
次
、
宗
長
へ
の
聞
書
と
し

て
成
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
践
に

此
和
寄
の
心
を
悪
難
ひ
侍
れ
ば
辞
か
た
う
侍
て
ほ
の
く
し
る
し

侍
る
者
也
。

と
あ
る
。
こ
の
種
の
序
や
践
は
、
そ
の
額
面
通
り
に
は
受
け
と
れ
な
い

が
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
は
、
そ
の
内
実
を
調
査
、
検
討
し
て
も
、
粗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疏
と
し
た
聖
運
本
的
注
釈
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
「
文
明
本
」
の
注
釈

時
、
宗
論
は
、
越
前
守
護
代
朝
倉
孝
景
に
よ
っ
て
横
領
さ
れ
た
、
一
条

兼
良
の
家
領
問
題
に
当
た
り
、
そ
の
交
渉
が
難
航
し
て
い
た
と
も
考
え

　
　
　
　
　
む

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
務
的
所
用
の
た
め
、
そ
の
暇
景
に
成
っ
た
、

「
文
明
本
」
の
聞
書
は
、

ほ
の
く
し
る
し
侍
る
者
也

と
、
そ
の
折
の
紺
掻
を
暗
示
す
る
が
如
く
で
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
綴
文

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
文
明
本
」
の
注
釈
形
成
時
、
宗
祇
に
は
、
周

章
な
る
注
釈
綴
文
へ
の
、
執
着
、
集
中
度
が
稀
薄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
増
補
本
の
注
釈
は
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
の
不
要

な
も
の
を
削
除
し
た
り
、
不
足
の
も
の
を
補
う
な
ど
、
「
文
明
本
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

注
釈
を
、
整
々
周
備
さ
せ
る
意
図
が
明
確
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
き
、
「
文
明
本
」
と
「
応
永
抄
」
な
ど
増
補
本
と
の
注
釈

形
成
時
の
環
境
、
事
情
、
注
釈
上
の
意
図
、
姿
勢
の
対
照
性
な
ど
か
ら
、

宗
祇
が
「
宗
祇
抄
」
の
注
釈
を
成
す
際
に
、
天
智
天
皇
の
故
事
は
、
既

知
識
と
し
て
は
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
形
成
時
に

は
、
そ
れ
を
注
釈
中
に
記
す
程
の
明
確
な
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
、

一
方
、
「
応
永
抄
」
な
ど
増
補
本
の
注
釈
形
成
時
に
は
、
実
際
、
九
州

を
旅
し
た
体
験
に
基
づ
く
、
天
智
天
皇
の
故
事
へ
の
実
感
が
印
象
深
く

妻
戸
の
内
に
あ
り
、
自
ら
成
し
た
「
文
明
本
」
の
「
述
懐
の
御
寄
」
を
、
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そ
の
実
感
に
基
づ
き
、
「
王
道
の
述
懐
の
御
寄
」
と
、
よ
り
具
体
的
に
、

宗
祇
の
解
釈
と
し
て
付
加
し
よ
う
と
す
る
情
態
が
、
宗
祇
の
意
識
の
中

に
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
も
し
、
か
く
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
を
増
補
・

改
訂
し
た
、
増
補
本
の
注
釈
は
、
宗
祇
が
九
州
の
旅
を
終
え
、
山
口
に

帰
着
し
た
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
○
）
十
月
、
或
い
は
、
帰
京
し
た
、

文
明
十
三
年
四
月
下
旬
頃
か
ら
、
「
延
徳
二
年
本
」
成
立
の
延
徳
二
年

（一

l
九
〇
）
八
月
ま
で
の
、
約
十
年
足
ら
ず
の
内
に
成
立
し
た
こ
と

に
な
る
。

　
以
上
推
測
を
交
じ
え
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
に
、
天
智
天
皇
の
故
事

を
補
っ
た
増
補
本
の
注
釈
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ

は
、
「
応
永
抄
」
に
あ
る
注
釈
の
成
立
年
代
考
で
も
あ
る
。
「
漏
斗
抄
」

の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
「
文
明
本
」
の
注
釈
の
作
者
が
宗
祇
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
が
、
「
応
永
抄
」
の
注
釈
の
作
者
が
誰
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
か
の
説
は
、
未
だ
定
ま
ら
ず
、
従
っ
て
、
そ
の
注
釈
の
成
立
年
代
に

関
す
る
論
考
は
皆
無
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
一
石

を
提
示
し
た
、
「
応
永
抄
」
の
注
釈
成
立
年
代
考
で
あ
る
。

注注注

321
　
　
注

吉
海
直
人
氏
「
百
人
一
首
注
釈
書
目
略
解
題
」

「
新
編
国
歌
大
観
」

「
日
本
歌
学
大
系
」
（
第
壱
巻
）

（
平
成
1
1
・
1
1
）

注注注注

7654
注自注注
11109　8

注旧注注
15　14　13　12

注
3
に
同
じ
。

「
日
本
歌
学
大
系
」
（
第
四
巻
）

「
中
世
日
記
紀
行
集
」
（
「
新
　
日
本
古
典
文
学
大
系
」
）

赤
瀬
信
吾
氏
「
宗
祇
が
都
へ
帰
る
時
－
宗
祇
『
百
人
一
首
抄
』
と
そ

の
周
辺
1
」
（
「
説
林
」
2
9
）
（
昭
和
5
6
・
2
）
。
宗
祇
と
室
町
後
期
の

京
都
の
公
家
や
周
辺
の
人
々
と
の
天
智
天
皇
像
の
見
方
を
、
前
者
が
マ

イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
、
後
者
が
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
で
、
性
格
を
異
に

す
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
両
者
の
異
質
性
の
背
景
を
、
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り

巻
く
時
代
的
状
況
の
違
い
と
、
地
理
的
か
つ
階
層
的
違
い
に
あ
る
と
さ

れ
た
。
「
宗
祇
抄
」
の
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
現
在
、
天
智
天
皇
の
故
事

を
増
補
本
に
補
っ
た
こ
と
自
体
へ
の
検
討
の
視
点
の
置
き
所
は
、
再
吟

味
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
私
家
集
大
成
第
6
巻
」

稲
田
利
徳
氏
「
正
徹
の
研
究
　
中
世
歌
人
研
究
」
（
昭
和
5
3
・
3
）

金
子
金
治
郎
氏
「
郵
貯
旅
の
記
私
注
」
（
昭
和
4
5
・
9
）

拙
著
「
百
人
一
首
古
注
釈
研
究
1
『
文
明
十
年
本
』
・
『
応
永
抄
』
本
文

と
研
究
1
」
（
平
成
1
4
・
1
1
）

金
子
金
治
郎
氏
「
連
歌
師
宗
祇
の
実
像
」
（
平
成
1
1
・
3
）

注
1
1
に
同
じ
。

拙
稿
「
『
宗
門
抄
』
作
者
論
」
（
「
国
語
と
国
文
学
　
平
成
十
七
年
九
月
号
」
）

菊
池
仁
氏
「
百
人
一
首
古
注
の
系
統
化
私
案
」
（
上
）
（
「
伝
承
文
学
研
究
」

3
0
）
（
昭
和
5
9
・
8
）
で
は
、
「
応
永
抄
」
の
奥
書
へ
の
疑
念
が
提
示
さ

れ
、
石
神
秀
美
氏
「
『
百
人
一
首
応
永
抄
』
小
論
－
応
永
の
奥
書
を
疑

う
一
」
（
「
中
世
文
学
の
展
開
と
仏
教
」
）
（
平
成
1
2
・
1
0
）
で
は
、
「
応

永
抄
」
の
注
釈
の
作
者
が
宗
祇
で
あ
る
こ
と
を
推
定
さ
れ
た
。

（
さ
わ
や
ま
　
お
さ
む
・
元
熊
本
県
立
大
学
非
常
勤
講
師
）
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